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■ 心身ともに健康で明朗な生徒

■ 自主的に学習する生徒

■ 責任を重んじ協調性のある生徒

令和４年１月２７日（木）発行

【発行責任者】郡山市立小原田中学校長 熊 坂 洋

１月27日（木）～２月20日（日）の「まん延防止等重点措置」
期間中における教育活動等については、文書等でお知らせしたと
おりですが、この期間の下校時間は、部活動の活動時間が１時間
以内（準備・後片付けを含まない）となるため、次のとおりです。

【Ａ案】６校時 １７：３０、５校時 １６：３０

【Ｂ案】６校時 １７：００、５校時 １６：００

また、家庭内においても、マスクの着用や換気などの対策とと
もに、次の点について、特段のご協力をお願いいたします。

● 毎朝の検温等の健康観察を徹底し、風邪の症状（特に、の
どの痛みや違和感、発熱）等がある場合には、学校を休ませ
医療機関を受診すること。【出席停止扱い】

● 同居の家族に発熱等の症状が見られる場合も学校を休ませ
ること。【出席停止扱い】

● 同居の家族がＰＣＲ検査を受けた場合は、結果が出るまで
登校を控えるようにすること。【出席停止扱い】

● 感染リスクが高い不特定多数の人との接触を避ける意味で
休日も含め、不要不急の外出は控えること。

リーフレット“感染症集中対策”リーフレット“感染症集中対策”

今年度も先生方に対して、「小原田中生の“誇れるところ”（強み）はどんなところですか？」というアン
ケートを取りました。次のような回答がありました。たくさん出された中の一部です。

■ 優しく素直で誰に対しても思いやりのある行動が自然に
できる。やさしい心根の持ち主が多い。

■ 人なつっこく、温かい雰囲気があるところ。
■ 行事や授業を全身で楽しもうとする生徒が多い。
■ 部活動や係活動などに一生懸命頑張るところ。何事もま
じめに取り組むところ。

■ 先輩が後輩のお手本になれるところ（後輩が先輩を尊敬
し見習おう感謝しようという気持ちを持っている）、先
輩が後輩に一生懸命教え導いてくれるところ。

■ 縦割りの活動が少ない中、１年、２年、３年の仲が良い。
小原田中学校全体としての和がある。

■ 和気藹々とした雰囲気で学校・学年行事に取り組める。
たとえ、それが草むしりなどの奉仕作業であっても、明るい雰囲気で活動できる。

■ 生徒と先生が仲良し。（いい人間関係、信頼関係が築けている。） ■ 親子関係が良好である。



■ こちらが本気になって向き合えば、必ず伝わるところ。（いろいろな人の思いを受け止めて努力した
り、成長しようしたりすることができる。どんな生徒であっても変わることはできるのだ、人は成長
するのだということを生徒から教えてもらった。）

■ 困っている人がいれば、自ら声をかけ手をさしのべることができる。お互いに友達を大切にする気持
ちが強い。時には何も言わず触れないでいてくれたり、逆に励ましてくれたりするところが誇れる。

同じく、「小原田中生の“改善すべきところ”」「小原田中生に“身に付けてほしいところ”」では、次のよ
うな回答がありました。“誇れるところ”と“改善すべきところ”とが重なるもののあります。

■ 学習に対する取り組み・姿勢、学習に対する向学心。
（点数や平均点との差を気にするが、それまでどのよう
に勉強してきたのかの振り返りと改善が必要である。）

■ 相手に伝わる挨拶という点でまだ不十分である。挨拶
ができる生徒とできない生徒の差が大きい。

■ 人の気持ちを察すること。 ■ 自分の発言が周囲にどんな影響を与えるかなど推測することが苦手。
■ もっとメンタルが強くなってほしい。打たれ強さ、しぶとさが必要。
■ 時にはピリピリした雰囲気で競い合うことも必要。
■ 受け身なところ。 ■ 困難に直面した時に周囲を頼りすぎてしまう傾向がある。
■ 自分なりに努力してきたことに自信をもって、最後まで粘り強く頑張り抜こうとするたくましさ。
■ 物事を人と違った視点で見る生徒が少ない。
■ 陰で支えている人に気づき、感謝できる人間になってほしい。 ■ 給食の残菜が多い。

こころは誰にも見えないけれど、こころづかい
は見える。思いは見えないけれど、思いやりは誰
にでも見える。その気持ちをカタチに。

2011年３月11日、未曾有の東日本大震災が発生した
後、ほとんど毎日のようにＡＣジャパンのＣＭで流れ
ていたフレーズです。これは、詩人宮澤章二(みやざわ しょうじ)
さんの《行為の意味》という詩から引用されたもので
す。宮澤さんは、あのクリスマスソングで有名な『ジ
ングルベル』を作曲した人です。
〈人に対する積極的な行為〉がこの詩のキーワードに
なっていると思います。確かに、心の中にあるものは、
その人の中に留（とど）まっているうちは他の誰にも分か
りません。その人自身も、もしかしたら気付いていな
いかもしれません。〈思い〉は、積極的に〈行為〉と
いう〈形〉にして初めて、命を吹き込まれ、意味のあ
るものとなっていくのだと思います。
先生方が回答してくれた小原田中生の“誇れるとこ

ろ”と“改善すべきところ”を、この詩の意味に照ら
し合わせてみると、見えてくるものがあるはずです。
経験的に、何事も心の中に留めているほうが楽な場合
が多いように思いま

す。思いや考え、決意などを自分の外に示すのには、勇気がいることです。
なぜなら、いったん外に示すと、今度はそれに縛られたり、責任が発生し
たりします。それでもなお、我々には、自分の〈こころ〉や〈思い〉をさ
まざまな〈行為〉や〈形〉に育てていく努力が必要だと思います。それが
できた時、同時に人は、人としての成長の階段を一段昇ったことになる。
―勇気を出して、〈こころ〉や〈思い〉を〈行為〉や〈形〉に！

行為の意味
宮澤章二

あなたの〈こころ〉はどんな形ですか

と ひとに聞かれても答えようがない

自分にも他人にも〈こころ〉は見えない

けれど ほんとうに見えないのであろうか

確かに〈こころ〉は誰にも見えない

けれど〈こころづかい〉は見えるのだ

それは 人に対する積極的な行為だから

同じように胸の中の〈思い〉は見えない

けれど〈思いやり〉はだれにでも見える

それも 人に対する積極的な行為なのだから

あたたかい心が あたたかい行為になり

やさしい思いが やさしい行為になるとき

〈心〉も〈思い〉も初めて美しく生きる

それは 人が人として生きることだ


